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Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

グループホームすももは相鉄線三ツ境駅といずみ野駅の間のバス停、新和坂上から
徒歩５分の所にある２階建ての２ユニット(定員１８人）です。近くには地区セン
ター(地域ケアプラザ）もあり、緑が多くある静かな環境の地域です。
＜優れている点＞
開所７年を迎え、自治会を含め地域との付き合いは深く、良い関係が築かれていま
す。自治会の夏祭り・敬老会・清掃活動・どんと焼・グランドゴルフなどに利用
者・職員とも参加しています。近くの小学校では運動会に利用者を招待してくれて
います。ゆずを近所の方からもらい、ゆず湯に利用しています。看取りは年間数名
の実績があります。グループホームとしては利用者に最期まで生活してもらえるよ
う努力しています。看取りは本人や家族の了解が前提ですが、経験を積んでいる職
員も多くおり、医療の連携と訪問看護師のバックアップもあり、十分対応していま
す。
＜工夫点＞
職員は日頃から利用者の思いや意向、気持ち、行動など理解しようと努めていま
す。利用者がタンスが開けやすいよう取っ手を付けたり、トイレの手すりの無い部
分に手を掛ける利用者のためにその部分に手すりを取り付けています。また角張っ
ている机に丸みを付けるなど、利用者の自立支援や安全の為に工夫しています。

グループホームすももの建物は広く、緑豊かな静かに過せる場所に建っております。
大きなフロアテーブルでの食事やおやつ、音楽療法や行事（流しそうめん、クリスマ
ス会など）などを通した「人とのふれあい」を大切にしながら寄り添える支援をして
おります。浴槽においてもその人の身体機能に合った普通浴槽、機械浴を設置し、楽
しみのための安心できる入浴を支援しています。その他、定期的な訪問看護や主治医
の往診により医療面の安心も感じていただいています。また法人には中華レストラン
もあるため月に一度の食事外出は皆様、楽しみにされています。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム　すもも

あおば

 事業所名

 ユニット名
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グループホームすもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

当施設は今年で開所７年を迎え、地域にも認知し
ていただき、利用者様は様々な場面で地域の一員
として交流を持って生活されています。そのお手
伝いとしてスタッフ一同、理念の共有を図りサー
ビス提供に努めています。

昨年、職員の意見を取り入れ、理念を
創り替えました。「風林火山」の文字
を基本にし、各々の文字から穏やかに
暮らせるようにまとめ、地域とのふれ
あいを大切にしています。法人勉強会
でも職員が理念について再確認し、実
践につなげています。

自治会主催の行事への参加やリサイクル活動（牛
乳パック）への取り組みを通して利用者様が地域
に馴染む為の交流はもちろん、管理者は自治会の
集会にも出席し、お互いの情報交換も行っていま
す。

自治会会議には管理者が参加してお
り、夏祭り・敬老会・清掃活動・どん
と焼きなど自治会行事は利用者・職員
とも参加しています。小学校の運動会
には席付で利用者を招待してくれてい
ます。近所の方からゆずをもらい、ゆ
ず湯に利用しています。

　

運営推進会議で自治会長さんへの情報の発信がで
きるため、地域の皆様の声をうかがえたり高齢者
情報を得たり、ホームの様子をお話したりしなが
ら認知症への理解を深めていただけるように努め
ています。

　

２ヵ月毎に開催される運営推進会議では、同地域
施設での活動報告等で情報を公開し事業所の理解
を深めていただくと共に、地域の情報を得て、地
域行事への参加をしております。

年６回奇数月に運営推進会議を行って
います。メンバーは利用者・家族、自
治会長、地域代表、地域ケアプラザ、
区高齢・障害支援課が参加していま
す。この会議で法人３施設主催で地域
と合同の餅つきが決まりました。

地域密着型サービス事業所連絡会が立ち上がり、
行政や法人外の施設との情報交換や事例検討の機
会が持てています。また運営推進会議でも行政の
出席がみられ行政とのつながりを通してサービス
提供の向上に努めています。

利用者の担当ケースワ-カーとはよく連
携しています。区高齢・障害支援課は
運営推進会議出席や地域密着型事業所
連絡会主催の会議・研修で交流してい
ます。また、利用者は近隣の地区セン
ターにリサイクルの空き缶出しに行っ
ています。
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グループホームすもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

「見過ごす」ことの重大さなどを社内における勉
強会や研修会で学んでおります。虐待防止マニュ
アルは、職員がいつでも確認出来る様になってお
り。日常生活の中で虐待が見逃されないように
日々の変化に素早く対応出来る様に努めていま
す。

玄関の施錠について本年度より、表玄関の施錠を
排除しました。今後段階的に取り組んで行きたい
と思います。また、法人内外での研修、勉強会で
内容や必要性を学んでおります。

法人の身体拘束防止の研修を受けてお
り、職員も理解しています。また言葉
の暴力などについての接遇研修も行っ
ています。玄関の施錠は行っていませ
んが、１階、２階の出入り口をは段階
的に開錠の意向です。出たい方に対し
ては職員が同行して外に行っていま
す。

玄関や１階・２階の施錠に
ついては昨年より段階的に
開錠が実現出来ています。
検討工夫を継続されること
を期待します。

話しやすい環境づくりをし、家族会や、電話連絡
などでご家族との友好な関係がが保てるように努
めています。面会時などはスタッフが日頃のご様
子などを伝えご家族とのコミュニケーションを
図っております。

家族会を年２回、行事と一緒(夏祭り、
クリスマス会）に行い、利用者や職員
と会話や意見を交わしています。介護
計画では家族が来て承認する方も多く
います。毎月、前月の行事の写真が
載っている「すもも新聞」を家族に送
付しています。

本年度、成年後見人を利用される利用者様がおら
れ、その必要性や利便性を身近で学ぶ事ができ、
後見人様との関わり（面会時）をスタッフが持て
ています。

施設管理者が契約時必ず立会い、不明な点がない
様に時間を掛けて随時質問を受けながら、説明し
ています。又、出来る限り明確にわかり易い説明
を心がけております。

株式会社フィールズ



グループホームすもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

法人は職員の研修会参加を推奨しており、研修の
情報提供や勤務調整等のサポートを優先して行っ
ております。年に１度、法人の全施設が参加する
事例報告会を開催し、職員は発表に向けて目標を
掲げ、様々な取り組みを行う中で、自然と知識や
技術がみにつく様になっております。

カンファレンスを開催しスタッフ間での情報の共
有をおこない意見を聞いています。又、通常より
申し送りや連絡ノートなどでコミュニケーション
を取り合い、活発に意見が交換出来る様に努めて
います。

職員は申し送り、フロア会議、ホーム
会議で、利用者や企画などについて自
由に意見を交わしています。研修会の
情報は全員に提示します。２階リビン
グのレイアウト変更提案に対し、１ヶ
月間問題点を検討し、最終的に問題な
くレイアウト変更を実現しています。

管理者は細部に気を配り、気軽に話が出来る雰囲
気作りを心がけています。研修や資格獲得などは
積極的に声掛けをし、希望の職員には、勤務日程
を調整しサポートしております。また、勤務経験
によって仕事を任せ、評価する事でやりがいを持
てる様にしています。

御入居初期はご本人が最も不安に思われる時期で
あり、不安を取り除く事に重点を置いています。
些細な事も聞き漏らさないよう傾聴をし、そこで
得た情報は職員全員で共有しコミュニケーション
を取る時に役立てています。また、御希望には出
来る限り迅速に応え、そこから信頼関係を築いて
行かれるように努めております。

近隣の事業所へ協力を仰ぎ、グループホーム分科
会や連絡会に加入し、近隣の同業者間での交換研
修を行っています。アイシマグループ全体会議な
どで、他の事業者との情報交換を行っています。

株式会社フィールズ



グループホームすもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

御入居まもなくはご本人、ご家族共に不安な状態
ですので、、定期的に手紙を出す他、面会時はも
ちろん、変化があれば、随時こちらから連絡を蜜
にとり、状態を報告し、積極的にお声掛けする事
で、不安を取り除くよう努めています。その中で
出た御希望には迅速に対応し、安心して任せて頂
ける様、努めております。

話し合いに充分な時間をとり、ニーズの把握に努
め、ご本人の負担の少ない介護になるように心が
けています。また、車椅子、介護ベット等の介護
用品や一般のベット等の入手手配はもちろん、身
の回りに必要な物は入手手配にお応え出来る様に
なっております。

日常生活の中で役割を感じていただけるために食
器片付け、食事の下ごしらえ、配膳、洗濯物たた
みをスタッフと一緒に行ないホームの一員として
生活していただけるように支援しております。そ
の中で自然と利用者様同士、支え合う姿も見られ
ます。

年２回、定期的に家族会を開催し、意見交換を
行ったり、日常、連絡を密に取り合う中で、ご家
族の手助けが必要な時は積極的にホームでの介護
に参加していただいております。手紙のやり取
り、面会、行事への参加など、様々に参加してい
ただける場面を設けております。

面会時間や面会者の制限はありません又、ご家族
と外出されたり、外泊する事の制限もありませ
ん。手紙や電話のやり取りも希望に添った対応を
行っております。馴染みの場所へのドライブなど
も付き添い支援いたしております。

昭和時代の写真集を見て、職員と伊勢
佐木町に行き、馴染みの喫茶店や店で
ケーキを買い、中華料理を食べに行っ
ています。また、ソフトボールをやっ
ていた頃の友人の訪問があったり、恩
師からの手紙に、利用者が返事を書
き、職員が投函するなど関係が継続す
るよう支援しています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

御本人、ご家族の意向を最優先に充分な話し合い
を行います。又、退所をお考えの場合には、その
後の行き先も含めて話し合いを持ち、最後まで
フォローいたします。

食事、おやつは全員揃って摂るようにしていま
す。ラジオ体操や食事外出、音楽療法なども全員
で行動するため共通の話題が持てるようなりま
す。その中で、利用者様同士自然と馴染みにな
り、お互いに支え合う場面も多く見られておりま
す。

日常のコミュニケーションや行動からご本人の気
持ちの把握に努めています。意志の疎通が困難な
場合でも行動や発言、表情から発見できるよう、
細かい観察を心がけております。職員間では日々
の申し送りや連絡ノートなどで情報の共有をして
意向の把握に役立てております。

午後、お茶を飲みながらの歓談の際に
思いや意向を話すことがあります。本
人の言葉でケース記録に記入し、１ヶ
月ごとにカンファレンス用にまとめ把
握に努めています。思いや意向をくみ
取り、ラーメンを食べたり、歩けなく
てもドライブで出掛けたりしていま
す。

入居時のアセスメント情報はいつでも見られる様
にし、入居後もご本人からの会話や、ご家族、役
所担当者から得られた情報は相談記録、ケース記
録、フェースシートなどに記載し、個人記録ファ
イルにファイルし、職員がいつでも確認出来る様
になっております。

朝９時に夜勤者から日勤者へ夕方４時半に日勤者
から夜勤者へその日の様子を業務日誌に記録し、
口頭でも報告しています。また、利用者様を良く
観察し、言葉が発せられない方でも些細な変化か
らニーズを探れるように心がけて支援しておりま
す。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

医療、看護からはそれぞれ訪問記録を作成し、訪
問時に話し合った事を記録しています。そこに、
介護面からのアプローチも加え、ご本人の気持
ち、ご家族の意向を取り入れ、カンファレンスを
開催し、多角面からの意見が反映されるようにし
ております。基本は３ヵ月ごとの見直しですが、
必要があればそのつど見直し作成しています。

介護計画は短期計画３ヶ月、長期計画
６ヶ月ですが、３ヶ月毎見直しを行っ
ています。大きな変化はその都度改訂
しています。医師・看護師の意見を取
り入れ、カンファレンスで見直し、入
居者・家族の了解を得ています｡

個別にケース記録を作り、日常の様子はもちろん
の事、医療、看護、行政、ご家族など、様々な情
報を記入し職員はいつでも情報を確認できるよう
になっており、そこから得られた情報は介護計画
を作成するときの情報として活用しております。

提携病院以外にも必要に応じて受診の付き添いも
行っております。又、施設での入浴が困難な方へ
は訪問入浴やケアセンター、介護タクシー、小規
模多機能など、その時々で生まれるニーズに柔軟
に対応できる体制がアイシマには揃っておりま
す。また、個別に外食がしたい、お墓参りにいき
たい、公衆電話から電話をかけたいなどのニーズ
にも対応しております。

町内会に加入しており、夏祭り、体育祭、町内清
掃など催し物へ多く参加しています。又地域ケア
プラザへも頻繁に出かけ、馴染みの場所つくりを
積極的に行って安心して暮らして頂けるように支
援をしています。また、自治会へも加入してお
り、地域の一員として暮らして頂いております。

内科、精神科、皮膚科、歯科、訪問看護の定期的
な往診、訪問があり、ターミナルケアーを受ける
体制も整っていおり、御希望の主治医を選んでい
ただけます。また、主治医より、専門分野への紹
介も行っております。

内科、精神科、歯科、皮膚科等ホーム
の協力医がいますが、入居以前のかか
りつけ医の継続を希望する場合は通院
や情報提供等で支援をしています。そ
れぞれの希望を活かして各医療機関と
の関係を密にとっています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

訪問看護ステーションとの契約に基づき日頃の健
康管理や相談を受けられます。日常の状態は連携
ノートで細かい変化を伝えて情報を共有しており
ます。訪問は週１回必ず行われておりますし、２
４時間いつでも相談できるシステムが整っており
ます。

入院時は医療機関へ情を提供し、入院中は定期的
に訪問し様子を伺います。その時の御様子等は
ケース記録に記載し、情報を共有しております。

年２回定期的に消防署立会いの元避難訓練を行
い、訓練時には地域の方にも参加していただき、
災害時に対応出来る様にしています。その際、消
防署から指摘された事は、課題として、そのつど
改善していくように努めております。施設には３
日分の水と食料を備蓄しており、法人で４日分の
備蓄があり、計７日分の水、食料を確保しており
ます。

夜間火災や震災など想定を変えて年に
２回定期的に防災避難訓練を実施して
近隣の方の協力もお願いしています。
非常用食料は施設に３日分、法人で４
日分の備蓄があります。非常持ち出し
ファイルやランタン、ハンマー等を玄
関に備えています。

本施設にはターミナルケアーまで受け入れる体制
が整っており、入居時にも説明しています。又、
重度化した時点で主治医、訪問看護から説明を
し、ご本人、ご家族が納得の行く支援に取り組ん
でいます。施設として今までに１０件の実績があ
ります。

「看取りに関する指針」により事業所
が出来る支援について本人・家族に説
明し事前に同意を得ています。看取り
は年間数名の実績があり、本人や家族
の意向を踏まえ主治医と話し合い、安
心して納得できる最期を迎えられるよ
うに支援しています。

法人内の勉強会やカンファレンス、外部の研修等
を通じ応急手当や初期対応の訓練を行っていま
す。急変時の対応についても、マニュアルを目に
付くところに貼ってあります。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

接遇マニュアルが整備されており、マニュアルに
基づき職員全員が言葉がけや態度など、目上の方
であると言うことを心に留めて丁寧で、落ち着い
た態度で対応出来る様に心がけております。

職員は、入職時や法人の研修で年に１
回は接遇や個人情報について説明を受
けています。介護はサービス職である
として言葉づかいには大変注意してい
ます。常に人生の先輩として敬意を払
い本人の尊厳を損なわないようにして
います。

入浴時間や洋服選び、１日の過し方などは基本的
に自己決定していただいています。コミュニケー
ションを良くとり、ご本人が話しやすい環境づく
りを心がけています。

１日の過し方は自己決定していただいています
が、散歩や買い物、ドライブ、庭掃除など希望に
添えるように支援すると共に、入浴や食事など
は、その方の体調や気分に合わせて良い時間に
摂って頂けるようにしています。

洋服は御自分で選んでいただいています。難しい
方には一緒に選び、なるべく自己決定していただ
いています。またいつでも清潔なものを身に着け
ていただくように支援しています。訪問理容師に
よるサービスも受けられますおしゃれをして出か
けられる様、外食や買い物、音楽療法など外部の
人と接する機会を設けております。

食事作りの手伝いや食器を片付けたりテーブルを
拭き、配膳など出来ることを積極的に参加してい
ただいております。また、施設内では本格的な流
しそうめんなどの行事食や畑で育てた野菜を収穫
し、取れたて野菜を召し上がっていただいたり、
施設外でも法人所有の中華レストランに外食に出
掛けたり、様々な方法で食事を楽しんでいただい
ております。

庭の菜園で小松菜やジャガイモ、シソ
等を収穫し、みんなでおしゃべりをし
ながら調理をしています。クリスマス
のバイキング、子どもの日の手巻き寿
司、とんかつの日など行事食は職員も
利用者も一緒に調理をして楽しんでい
ます。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

施設には管理栄養士、栄養士がおり、日頃より、
職員により良い献立作成の指導をしております。
また、糖尿病や腎臓病等で病人食が必要な場合も
すぐに対応する事が出来ます。食事や水分の摂取
量はチェックシートにて個々に細かく記録してお
り、状態に応じて常食からミキサー食まで様々な
形態に対応しております。

毎食後すぐにお声掛けをし、口腔ケアーをしてい
ただいて清潔を保てる様に支援しております。重
度化しご本人が行えない場合には職員がスポンジ
を使い食前、食後に口腔ケアを行っております。
訪問歯科の往診もあり、口腔ケアだけでも御利用
いただけます。

個々に排泄チェックシートを作成し、その方の排
泄パターンを見つけ出し、早目のお声掛けやトイ
レにお連れする事で失敗を減らし、少しでも自立
してトイレに行って頂ける様に支援しておりま
す。

一人ひとりの排泄リズムをしっかり把
握・分析し、また本人の表情や仕草か
ら声かけによりトイレへ誘導していま
す。カンファレンスで職員が情報を共
有し、主治医の意見も聞きながらパッ
トの使用をなくし、トイレでの排泄が
増えた例もあります。

担当医に相談はもちろん、日常の食事に発酵食
品、根菜類、海草類を多く取り入れることや、体
操や散歩で体を動かすなどで下剤に頼らない便秘
予防に取り組み、現在は全員の方が２日～３日以
内に排便があるように援助しています。

入浴は毎日おこなっており、希望があればその時
間に入浴できるようになっています。菖蒲湯やゆ
ず湯などの季節の楽しみも取り入れ、通常入浴の
困難な方には、機械浴も設置されており、重度の
方にも安心して入浴していただけます。

機械浴の設置、訪問入浴の利用など重
度の方も安心して入浴できるように努
めています。今までの生活習慣を大切
に、入浴時間は午前、午後どちらでも
希望の時間帯で対応しています。ゆず
湯や菖蒲湯などの季節感を大切にして
います
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グループホームすもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

個室ではいつでも横になって休んで頂ける様に
なっております。エアコンや湿温計を完備し室内
の温度、湿度、にも気を配っております。庭には
布団干し場も設けており、天気の良い日には布団
を干し、快適で安心して休めるように支援してい
ます。

個別ファイルには薬の目的、用法、用量、副作用
などの情報がが細かく記載された物を綴じてあ
り、職員全員が情報を共有しています。また、服
薬の変更はそのつど申し送りをし暫くの間は様子
観察を行い、その変化は担当医に随時連絡し、指
示を受けております。

食事作りの準備やホーム内の荷物運び（食材）ゴ
ミ出しなどその人の経験（職業）を生かした役割
を持っていただいている。

日常の散歩は毎日行っております。その他、法人
所有の中華レストランへ食事会や音楽療法へは車
椅子の方でも負担なく外出出来る様に、車椅子の
まま乗り込める車での送迎を行うなど、定期的に
外出する機会を設けております。また、個別によ
る御希望にも出来る限り応えるように努めており
ます

車で近隣のスーパーに買い物に行った
り、思い出の商店街で外食をしたり出
来るだけ一人ひとりの希望を把握し実
現できるようにしています。法人所有
のレストランへの外出は定期的に行っ
ています。散歩は本人の希望により随
時出かけています。

御希望の方には施設で現金をお預かりし、買い物
はスタッフが同行し好みの物を選んで買い物して
いただいています。金銭管理は出納帳を作成し、
ご本人、ご家族に確認していただく様になってお
ります。
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グループホームすもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価

外
部
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価
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外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

電話や手紙についての制限はありません。誰にで
も自由に連絡していただけます。施設内でプライ
ベートな電話は避けたいという方に、近隣の公衆
電話を使用していただく支援をしております。ま
た、いつでも手紙が出せるように、切手やレター
セットの用意もございます。

全館、冷暖房完備されており、１年中快適な温度
で過していただけます。また、トイレ清掃は１日
３回行い、清潔を保つようにしています。又、季
節ごとの飾り付けや、壁新聞を１年分貼り出し、
アルバムのように楽しんでいただいております。
施設はとても広く、開放感があり、大きな窓から
は周囲の自然を楽しむことができ、落ち着いた雰
囲気の施設になっております。

リビングは天井が高く大きな窓から陽
が良く入ります。和室もあり落ち着い
た空間です。廊下も広く昭和時代の地
域の写真を展示しています。ソファや
テーブルでは仲の良い入居者同士ゆっ
たりと座りおしゃべりを楽しんでいま
す。

居室以外は共用の場所で、どこにいていただいて
も良くなっています。中庭は広く、芝生になって
おり、安全に散歩していただけるようになってい
ます。

居室のレイアウトや持ち物は自由にしていただけ
ます。入居中でも希望されればタンスや家具の移
動などいつでも希望のレイアウトに対応できま
す。万が一修理が必要になった時も修理を行う
サービスも整っており、使い慣れた物をいつまで
も使用していただけるように支援しております。

窓が大きく日差しが良く入る明るい居
室は大きなクローゼットを備え付けて
います。危険が無い限り居室は本人の
自由にレイアウトしています。使い慣
れた鏡台、タンス等が置かれていた
り、ひ孫等の家族の写真が飾られて自
分の居室になっています。

広い施設を生かし、歩行や車椅子での移動には障
害物はなく、安全に移動していただけるように
なっております。トイレやお風呂場も広く、介護
者が同行しても充分にプライバシーを確保しなが
ら、ゆったりと支援できる環境が整っておりま
す。共用部分には分かりやすく大きな表示も設置
し、混乱や迷いが無い様に工夫しております。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム　すもも

めぶき

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホームすもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

２ヵ月毎に開催される運営推進会議では、施設で
の活動報告等で情報を公開し事業所の理解を深め
ていただくと共に、地域の情報を得る場として活
用しております。同じ地区の同法人施設も加わ
り、毎回活発な意見交換がなされております。

昨年度行政主催で地域密着型サービス事業所連絡
会が立ち上がり、行政や法人外の施設との情報交
換や事例検討を行える場が設けられました。運営
推進会議でも行政参加あり、行政とのつながりを
より強くしてサービス提供の向上に努めていま
す。

日常の挨拶から始まり、自治会主催の行事への参
加は積極的に行っており、利用者様が地域に馴染
む為の交流はもちろん、管理者は自治会の集会に
も出席し、お互いの情報交換も行っています

　

町内会長、民生委員、地域ケアプラザを介し行わ
れる、運営推進会議で地域の高齢者情報を得た
り、ホームの様子をお話したりしながら、認知症
への理解を深めていただけるように努めています

　

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

昨年度変更した理念に基づき、より家庭的で地域
に根差した施設づくりを行っております。当施設
は今年で開所７年を迎え、地域にも認知していた
だき、利用者様は様々な場面で地域の一員として
交流を持って生活されています
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グループホームすもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

本年度、成年後見人を利用される利用者様がおら
れ、その必要性や利便性を身近で学ぶ事が出来て
おります

施設管理者が契約時必ず立会い、不明な点がない
様に時間を掛けて随時質問を受けながら、説明し
ています。又、出来る限り明確にわかり易い説明
を心がけております。

通常は定期的に送付する手紙や面会時に話を伺
い、要望を受けています。普段から気軽に来てい
ただける様な雰囲気つくりを心がけ、話しやすい
環境づくりをし、家族会や、電話連絡などでご家
族との友好な関係がが保てるように努めていま
す。

社内における勉強会や研修会で内容、必要性を確
認しています。虐待防止マニュアルは、職員がい
つでも確認出来る様になっており。日常生活の中
で虐待が見逃されないように日々の変化に素早く
対応出来る様に努めています

玄関の施錠について本年度より、表玄関の施錠を
排除しました。今後段階的に取り組んで行きたい
と思います。また、法人内外での研修、勉強会で
内容や必要性を学んでおります。

株式会社フィールズ



グループホームすもも

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

御入居初期はご本人が最も不安に思われる時期で
あり、不安を取り除く事に重点を置いています。
些細な事も聞き漏らさないよう傾聴をし、そこで
得た情報は職員全員で共有しコミュニケーション
を取る時に役立てています。また、御希望には出
来る限り迅速に応え、そこから信頼関係を築いて
行かれるように努めております。

近隣の事業所へ協力を仰ぎ、グループホーム分科
会や連絡会に加入し、近隣の同業者間での交換研
修を行っています。アイシマグループ全体会議な
どで、他の事業者との情報交換を行っています。

法人は職員の研修会参加を推奨しており、研修の
情報提供や勤務調整等のサポートを優先して行っ
ております。年に１度、法人の全施設が参加する
事例報告会を開催し、職員は発表に向けて目標を
掲げ、様々な取り組みを行う中で、自然と知識や
技術がみにつく様になっております。

カンファレンスを開催しスタッフ間での情報の共
有をし、統一した介護が出来る様にしています。
又、通常より申し送りや連絡ノートなどでコミュ
ニケーションを取り合い、活発に意見が交換出来
る様に努めています。

管理者は細部に気を配り、気軽に話が出来る雰囲
気作りを心がけています。研修や資格獲得などは
積極的に声掛けをし、希望の職員には、勤務日程
を調整しサポートしております。また、勤務経験
によって仕事を任せ、評価する事でやりがいを持
てる様にしています。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

面会時間や面会者の制限はありません又、ご家族
と外出されたり、外泊する事の制限もありませ
ん。手紙や電話のやり取りも希望に添った対応を
行っております。馴染みの場所へのドライブなど
も付き添い支援いたしております。

日常生活の中で食器片付け、食事の下ごしらえ、
配膳、等、身近なことで役割を持ってホームの一
員として生活していただけるように支援しており
ます。その中で自然と利用者様同士、支え合う姿
も見られます。

年２回、定期的に家族会を開催し、意見交換を
行ったり、日常、連絡を密に取り合う中で、ご家
族の手助けが必要な時は積極的にホームでの介護
に参加していただいております。手紙のやり取
り、面会、行事への参加など、様々に参加してい
ただける場面を設けております。

御入居まもなくはご本人、ご家族共に不安な状態
ですので、、定期的に手紙を出す他、面会時はも
ちろん、変化があれば、随時こちらから連絡を蜜
にとり、状態を報告し、積極的にお声掛けする事
で、不安を取り除くよう努めています。その中で
出た御希望には迅速に対応し、安心して任せて頂
ける様、努めております。

話し合いに充分な時間をとり、ニーズの把握に努
め、ご本人の負担の少ない介護になるように心が
けています。また、車椅子、介護ベット等の介護
用品や一般のベット等の入手手配はもちろん、身
の回りに必要な物は入手手配にお応え出来る様に
なっております。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

朝９時に夜勤者から日勤者へ夕方４時半に日勤者
から夜勤者へその日の様子を業務日誌に記録し、
口頭でも報告しています。また、利用者様を良く
観察し、言葉が発せられない方でも些細な変化か
らニーズを探れるように心がけて支援しておりま
す。

日常のコミュニケーションや行動からご本人の気
持ちの把握に努めています。意志の疎通が困難な
場合でも行動や発言、表情から発見できるよう、
細かい観察を心がけております。職員間では日々
の申し送りや連絡ノートなどで情報の共有をして
意向の把握に役立てております。

入居時のアセスメント情報はいつでも見られる様
にし、入居後もご本人からの会話や、ご家族、役
所担当者から得られた情報は相談記録、ケース記
録、フェースシートなどに記載し、個人記録ファ
イルにファイルし、職員がいつでも確認出来る様
になっております。

御本人、ご家族の意向を最優先に充分な話し合い
を行います。又、退所をお考えの場合には、その
後の行き先も含めて話し合いを持ち、最後まで
フォローいたします。

食事は全員揃って摂るようにしています。朝はラ
ジオ体操を日課として全員で体を動かし、催し物
やアクティビティーを多く取り入れて共通の話題
が持てるように支援しています。その中で、利用
者様同士自然と馴染みになり、お互いに支え合う
場面も多く見られております。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

町内会に加入しており、夏祭り、体育祭、町内清
掃など催し物へ多く参加しています。又地域ケア
プラザへも頻繁に出かけ、馴染みの場所つくりを
積極的に行って安心して暮らして頂けるように支
援をしています。また、自治会へも加入してお
り、地域の一員として暮らして頂いております。

内科、精神科、皮膚科、歯科、訪問看護の定期的
な往診、訪問があり、ターミナルケアーを受ける
体制も整っていおり、御希望の主治医を選んでい
ただけます。また、主治医より、専門分野への紹
介も行っております。

個別にケース記録を作り、日常の様子はもちろん
の事、医療、看護、行政、ご家族など、様々な情
報を記入し職員はいつでも情報を確認できるよう
になっており、そこから得られた情報は介護計画
を作成するときの情報として活用しております。

提携病院以外にも必要に応じて受診の付き添いも
行っております。又、施設での入浴が困難な方へ
は訪問入浴やケアセンター、介護タクシー、小規
模多機能など、その時々で生まれるニーズに柔軟
に対応できる体制がアイシマには揃っておりま
す。また、個別に外食がしたい、お墓参りにいき
たい、公衆電話から電話をかけたいなどのニーズ
にも対応しております。

医療、看護からはそれぞれ訪問記録を作成し、訪
問時に話し合った事を記録しています。そこに、
介護面からのアプローチも加え、ご本人の気持
ち、ご家族の意向を取り入れ、カンファレンスを
開催し、多角面からの意見が反映されるようにし
ております。基本は３ヵ月ごとの見直しですが、
必要があればそのつど見直し作成しています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

年２回定期的に消防署立会いの元避難訓練を行
い、訓練時には地域の方にも参加していただき、
災害時に対応出来る様にしています。その際、消
防署から指摘された事は、課題として、そのつど
改善していくように努めております。施設には３
日分の水と食料を備蓄しており、法人で４日分の
備蓄があり、計７日分の水、食料を確保しており
ます。

本施設にはターミナルケアーまで受け入れる体制
が整っており、入居時にも説明しています。又、
重度化した時点で主治医、訪問看護から説明を
し、ご本人、ご家族が納得の行く支援に取り組ん
でいます。施設として今までに１０件の実績があ
ります。

法人内の勉強会やカンファレンス、外部の研修等
を通じ応急手当や初期対応の訓練を行っていま
す。急変時の対応についても、マニュアルを目に
付くところに貼ってあります。

訪問看護ステーションとの契約に基づき日頃の健
康管理や相談を受けられます。日常の状態は連携
ノートで細かい変化を伝えて情報を共有しており
ます。訪問は週１回必ず行われておりますし、２
４時間いつでも相談できるシステムが整っており
ます。

入院時は医療機関へ情を提供し、入院中は定期的
に訪問し様子を伺います。その時の御様子等は
ケース記録に記載し、情報を共有しております。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

食事作りの手伝いや食器を片付けたりテーブルを
拭き、配膳など出来ることを積極的に参加してい
ただいております。また、施設内では本格的な流
しそうめんなどの行事食や畑で育てた野菜を収穫
し、取れたて野菜を召し上がっていただいたり、
施設外でも法人所有の中華レストランに外食に出
掛けたり、様々な方法で食事を楽しんでいただい
ております。

１日の過し方は自己決定していただいています
が、散歩や買い物、ドライブ、庭掃除など希望に
添えるように支援すると共に、入浴や食事など
は、その方の体調や気分に合わせて良い時間に
摂って頂けるようにしています。

洋服は御自分で選んでいただいています。難しい
方には一緒に選び、なるべく自己決定していただ
いています。またいつでも清潔なものを身に着け
ていただくように支援しています。訪問理容師に
よるサービスも受けられますおしゃれをして出か
けられる様、外食や買い物、音楽療法など外部の
人と接する機会を設けております。

接遇マニュアルが整備されており、マニュアルに
基づき職員全員が言葉がけや態度など、目上の方
であると言うことを心に留めて丁寧で、落ち着い
た態度で対応出来る様に心がけております。

入浴時間や洋服選び、１日の過し方などは基本的
に自己決定していただいています。コミュニケー
ションを良くとり、ご本人が話しやすい環境づく
りを心がけています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

担当医に相談はもちろん、日常の食事にヨーグル
トや納豆などの発酵食品、根菜類、海草類を多く
取り入れることや、体操や散歩で体を動かすなど
で下剤に頼らない便秘予防に取り組み、現在は全
員の方が２日以内に排便があるようになりまし
た。

入浴は毎日おこなっており、希望があればその時
間に入浴できるようになっています。菖蒲湯やゆ
ず湯などの季節の楽しみも取り入れ、通常入浴の
困難な方には、機械浴も設置されており、重度の
方にも安心して入浴していただけます。

毎食後すぐにお声掛けをし、口腔ケアーをしてい
ただいて清潔を保てる様に支援しております。重
度化しご本人が行えない場合には職員がスポンジ
を使い食前、食後に口腔ケアを行っております。
訪問歯科の往診もあり、口腔ケアだけでも御利用
いただけます。

個々に排泄チェックシートを作成し、その方の排
泄パターンを見つけ出し、早目のお声掛けやトイ
レにお連れする事で失敗を減らし、少しでも自立
してトイレに行って頂ける様に支援しておりま
す。

施設には管理栄養士、栄養士がおり、日頃より、
職員により良い献立作成の指導をしております。
また、糖尿病や腎臓病等で病人食が必要な場合も
すぐに対応する事が出来ます。食事や水分の摂取
量はチェックシートにて個々に細かく記録してお
り、状態に応じて常食からミキサー食まで様々な
形態に対応しております。

株式会社フィールズ



グループホームすもも
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実施状況 実施状況
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外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

御希望の方には施設で現金をお預かりし、買い物
はスタッフが同行し好みの物を選んで買い物して
いただいています。金銭管理は出納帳を作成し、
ご本人、ご家族に確認していただく様になってお
ります。

食事作りや洗濯物たたみ等の日常生活の中の役割
に加え、音楽の好きな方にはそれぞれ好みのジャ
ンルを好きなときに聞いて頂ける様に居室にCDプ
レーヤーを用意して歌謡曲、童謡、民謡、クラッ
シックなど様々なCDを用意しております。

日常の散歩は毎日行っております。その他、法人
所有の中華レストランへ食事会や音楽療法へは車
椅子の方でも負担なく外出出来る様に、車椅子の
まま乗り込める車での送迎を行うなど、定期的に
外出する機会を設けております。また、個別によ
る御希望にも出来る限り応えるように努めており
ます

個室ではいつでも横になって休んで頂ける様に
なっております。エアコンや湿温計を完備し室内
の温度、湿度、にも気を配っております。庭には
布団干し場も設けており、天気の良い日には布団
を干し、快適で安心して休めるように支援してい
ます。

個別ファイルには薬の目的、用法、用量、副作用
などの情報がが細かく記載された物を綴じてあ
り、職員全員が情報を共有しています。また、服
薬の変更はそのつど申し送りをし暫くの間は様子
観察を行い、その変化は担当医に随時連絡し、指
示を受けております。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

居室のレイアウトや持ち物は自由にしていただけ
ます。入居中でも希望されればタンスや家具の移
動などいつでも希望のレイアウトに対応できま
す。万が一修理が必要になった時も修理を行う
サービスも整っており、使い慣れた物をいつまで
も使用していただけるように支援しております。

広い施設を生かし、歩行や車椅子での移動には障
害物はなく、安全に移動していただけるように
なっております。トイレやお風呂場も広く、介護
者が同行しても充分にプライバシーを確保しなが
ら、ゆったりと支援できる環境が整っておりま
す。共用部分には分かりやすく大きな表示も設置
し、混乱や迷いが無い様に工夫しております。

全館、冷暖房完備されており、１年中快適な温度
で過していただけます。また、トイレ清掃は１日
３回行い、清潔を保つようにしています。又、季
節ごとの飾り付けや、壁新聞を１年分貼り出し、
アルバムのように楽しんでいただいております。
施設はとても広く、開放感があり、大きな窓から
は周囲の自然を楽しむことができ、落ち着いた雰
囲気の施設になっております。

居室以外は共用の場所で、どこにいていただいて
も良くなっています。中庭は広く、芝生になって
おり、安全に散歩していただけるようになってい
ます。

電話や手紙についての制限はありません。誰にで
も自由に連絡していただけます。施設内でプライ
ベートな電話は避けたいという方に、近隣の公衆
電話を使用していただく支援をしております。ま
た、いつでも手紙が出せるように、切手やレター
セットの用意もございます。
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　（別紙４（２）） 事業所名　グループホーム　すもも

目標達成計画 作成日：　平成　26年　　２月　　　7日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 6

地域の安全性やスタッフとの話し合いにより玄関
扉の開錠は実施できている。ただ、階段ホールや
フロア扉の開錠にはいたっていない。（単独外出
の転倒事故や階段からの転落事故を予測してし
まう）

開錠し扉を開く機会を増やしていく（スタッフが行
うフロア移動時に入居者様も同行していただき、
扉を開くことを感じていただく。）

現在ではスタッフが業務中にフロア移動を行う回数が
多く見られている。（物の運搬、ゴミだし、外出、スタッ
フ打ち合わせ）一部においては入居者様のお手伝い
援助へ続いているものもありますが、その他の事につ
いてを入居者様が同行する事で扉の開錠（扉が開く）
を感じていただく。

１２ヶ月

2 20

馴染みの場所や気分転換の外出、ドライブは実施
していますが、馴染みの場所（個別の外出）への
外出回数の実績がまだ少ない。

馴染みの場所への外出を増やしていく。（個別の
外出の機会）

業務の効率向上をスタッフと話し合い、個別支援を実
施できる業務時間を増やしていく。

１２ヶ月

3

4

5

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を記入
します。


